
燧びんごの会　第３回総会・懇親会議事録

１．開催日時、場所、出席者
(1)開催日時 ：2015年2月21日（土）　17:00～19:45
(2)場　　　所 ：福山ニューキャッスルホテル（又来軒）
(3)出 席 者 ：全16名
　　①来　賓 ：顧問青野春水先生、十亀燧会次期会長、松下燧会次期理事（中国支部）

  得居燧あきの会会長、松尾燧あきの会副会長
　　②会　員 ：細谷、浅野、戸田、川崎、高橋、井上、吉岡、西原、真田、波多野、三浦・・・（全11名）

２．総会
(1)開会のことば
　　井上副会長が、総会・懇親会を通じて司会を務め、出席者各位への謝辞、出席者の概要紹介、本日
　　総会・懇親会の予定について説明。

(2)会長挨拶
　　次期会長として戸田より、来賓・会員への出席に対する謝辞、燧びんごの会設立時の関係各位への
　　謝辞、次期会長として燧びんごの会活動の基本となる燧会の会則に定める目的に対応した、先ずは
　　会員相互の親睦を図る活動を、関係者の支援を頂いて行ってゆく旨の表明。

挨拶する戸田びんごの会会長
活動報告を行う細谷相談役と井上副会長

(3)議事
　　①2014年度活動報告（細谷相談役：前燧びんごの会会長）
　　　 配布資料及びプロジェクタ投影画像で、2014年度の諸活動の状況を報告
　　②2014年度会計報告j及び会計監査結果報告
　　　 配布資料により上記活動に対応した、収支報告を井上副会長より実施。（式次第記載の如く、松林
　　　 会計担当から報告すべき内容であるがインフルエンザに罹患、出席不可のため代理報告とした。）
　　　 監査結果報告は、前会計監査の戸田より、適正に処理されていることの報告を行い、会計報告及び
　　　 その監査結果の総会承認を頂いた。
　　③役員改選
　　　 配布資料により、戸田次期会長から2014年12月5日の役員会で決定した役員改選案の報告を行い
       案の内容で承認された。
　　④会則改定
　　　 配布資料により、前項と同じ役員会で決定した会則改訂案（改訂５：相談役の創設、庶務担当員数
　　　 の変更、他支部等への出席の交通費の一部補助など）を報告、総会での賛同を得た。
　　⑤2015年度活動計画
       配布資料により、戸田会長から報告。内容的には、前年度に準じた計画である他、今年度は、備後
　　　 地区近隣にある工場、発電所などの公開されているサイトの見学会を組み込んだ計画としている旨
　　　 を報告、個々の具体的内容、担当については次回役員会にて審議・決定する。
　　　 なお、井上副会長から今般の燧会総会（3月21日開催予定）への参加の説明と、中国支部としての
　　　 対応が補足され承認された。
　　⑥2015年度会計予算
　　　 配布資料により井上副会長から報告、基本的に役員会を含む本会内での行事で必要な費用は、各
　　　 参加者より徴収する参加費で賄い、燧会からの支援金は特定の来賓、突発キャンセル、事務・通信
　　　 及び燧会・他支部行事への出席に伴う交通費の一部のみに充てる。（従前通り）
　　　 なお、燧会よりの支援金は今後継続出来なくなる可能性があり、その場合は現在集めていない会費
　　　 徴収が必要となる見込み。
　　⑦来賓紹介
　　　 (1)及び(2)項で触れられているため、井上副会長より簡単に確認紹介を行い、併せて他の出席者の
　　　 簡単な自己紹介を行った。



３．写真撮影（出席者全員）

４．懇親会
(1)乾杯・・・・･・･高橋会計監査の音頭により、懇親会開催に際しての乾杯
(2)来賓挨拶･･･ 暫しの歓談後、以下の来賓よりご挨拶を頂いた。
　　得居燧会あきの会会長及び十亀燧会会長

　　

　　　　　　高橋会計監査の乾杯
　　　得居あきの会会長挨拶

　　　　十亀燧会会長挨拶

懇親会の一コマ 懇親会の一コマ
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(3)青野春水先生講話
　　　＜講話概要＞
　　　　　・今日は何を話するか決めていたのだが、ここへ来て福山であること、今年は羊年で180年前の
　　　　　　羊年に生まれている”坂本龍馬”の話をすることにした。
　　　　　・彼はとても見習うところの多い、独創的な生き方をしている。
　　　　　・彼の残した大きな成果は”薩長同盟”、”船中八策”及び”大政奉還”
　　　　　・剣術家としての歩みを始めるが、ペリー来航を機として”海（世界）”に目を向けた活動に大きく
　　　　　  転進する。
　　　　　・彼は、武士ではあるが、頭の中は”算盤”でもあり、いろは丸事件では事故現場が愛媛の方が
　　　　　　近い魚島付近であったにも係わらず、一般乗船客十数名のその後の利便のため、交通の要所
　　　　　　であった”備後の鞆”に船と乗客を運んでいる。
　　　　　・また、和歌山藩との賠償交渉においても相互に筆記者を置き、細かく記録互いにその妥当性を
　　　　　　見極めるまで議論を詰めている。このような、方法は過去国内では行われておらず、後の五箇
　　　　　　条のご誓文の第一か条に始まる”公論”のもとである。
　

　　青野春水先生の講話風景

（4)出席者近況報告
　　　前（3)項の青野春水先生講話の余韻覚めやらず、松下次期理事の”坂本龍馬大好き”のお話が
　　　加わり、先生と二人での掛け合いによる”坂本龍馬に係る逸話”紹介で更にヒートアップであった。

(5)新居浜高専校歌斉唱・・・燧あきの会松尾副会長及び燧びんごの会井上副会長のリードにより
　　　全員で斉唱。

　　　　　　松下次期理事挨拶 　　　　　　　　校歌斉唱

５．閉会のことば
西原燧びんごの会会計監査より、出席者への謝辞、今後の燧会、中国支部の両会、出席者全員の今後
の発展を祈念して、一本閉めにて、第三回総会・懇親会のお開きとなりました。

西原会計監査による締めの挨拶
以上

2015年2月23日戸田政義（38E)記


